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東日本大震災に伴う原子力発電所事故対策に関する決議 

 

平成23年３月11日に発生した東日本大震災による大津波は、東京電力福

島第一原子力発電所を襲い、全交流電源を失った上に、冷却機能も喪失し、

大量の放射性物質が放出され、国際評価尺度で最も深刻なレベル７に位置

付けられる重大事故に発展し、今なお深刻な状態が続いている。 

この事故により、福島県では、立地町や周辺市町村で地方公共団体とと

もに多くの人々が避難を余儀なくされており、避難生活の長期化により雇

用と生活の場を失うという不安に直面し続けている。 

また、放射性物質の放出による健康被害への不安を始め、農林水産物の

出荷・摂取制限や風評による損害、さらには企業活動の停止や観光客の大

幅な減少など原子力事故の影響は個人から産業全般あるいは、他県にも深

刻な影響を及ぼし、その被害は広範囲に及んでいる。 

こうした中、避難を余儀なくされた人々は、一日も早く故郷に戻り、こ

れまでの平穏な生活を取り戻したいとの思いを抱いて、過酷な避難生活に

耐えている。 

東京電力福島第一原子力発電所の事故処理対応については世界の耳目を

集めており、原子力政策を国策として推進してきた国は、人的、技術的支

援を含めた世界の英知を集め、一刻も早い事態の収束を図り、福島県民を

始め全国民が安全と安心の下で暮らすことができるよう措置を講ずる必要

がある。 

よって、次の事項が実現するよう強く要請する。 

 

１ 原子力事故への対応 

(１) 政府は平成23年12月に事故収束に向けた道筋のステップ２が完了
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した旨の発表をしたところであるが、いまだ事態の収束には至って

おらず、多くの国民が事故の深刻な事態に不安の念を抱いている。

原子力政策を推進してきた国は、事故収束対策にも責任を持ち、東

京電力の福島第一原子力発電所事故の収束に向けた工程表に盛り込

まれた対策を確実に実行させて一刻も早い事故の収束を図ること。

また、その進捗状況を分かりやすく、丁寧に開示しながら取り組む

こと。 

(２) 放射性物質の大気中への放出や汚染水の海洋放出は、より深刻な

事態を避けるためであったとはいえ、本来あってはならない行為で

ある。特に、汚染水の海洋放出により水産業や水産資源が取り返し

のつかない被害を受けかねないことから、今後の収束に向けた取組

においては、いかなる理由があろうともこうした行為を二度と繰り

返すことのないよう、原子炉等の適切な管理を行うこと。 

また、放射性物質を含む水が淡水化装置や配管から漏えいし、海

洋へ流出する問題が繰り返し発生したが、かかる事象が二度と発生

しないよう、厳重に管理を行うこと。 

(３) 今回の原子力事故によって、広域的かつ長期的な住民避難、さら

には、役場機能の県外を含む広域的な移転など、現行の原子力災害

対策特別措置法の想定を超えた事態が進行しており、現行法の下で

避難者等への賠償問題も含めた生活支援、事故収束後の地域再生を

進めることは困難であることから、原子力事故への対応、損害賠償、

復興等を包括的に定める特別法を制定するとともに、原子力災害へ

の対応から被災地の復興等を一元的に所管する組織を国に設置する

こと。 

(４) 避難者の一日も早く故郷に戻りたいとの思いに応え、今後の生活
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に夢と希望を持ち続けることができるよう、避難区域を解除する際

の判断基準及び解除予定時期を早急に示すこと。 

２ 正確で分かりやすい情報の提供と測定体制の整備 

(１) 今回の原子力事故により飛散した放射性物質は、立地県はもとよ

り隣県を始め広範囲に拡散し、その影響は、飲料水、農林水産物等、

住民の暮らし全体にまで及んでいることから、緊急時迅速放射能影

響予測ネットワークシステム（ＳＰＥＥＤＩ）の予測範囲を影響が

及んでいる都県まで拡大し、定期的に情報の提供を行うとともに、

国の責任において大気中、飲料水、農林水産物、土壌等の環境モニ

タリング体制を充実し継続的な測定を行い、より詳細で分かりやす

い大気中及び土壌の放射線量等分布マップを早急に示すなど、その

測定結果及び科学的な知見に基づく評価結果を国民に速やかに提供

すること。 

また、海洋に放射性廃液等が放出される事態が続き、漁業者や国

民の不安を招いていることから、海洋モニタリングを強化し、その

測定結果を踏まえ、国の責任において海洋生物や人体への影響の有

無を評価し定期的に公表すること。 

(２) 健康に対する影響など放射能汚染への不安が増大しており、放射

性物質に係る健康や生活に対する影響を踏まえ、年間積算線量の上

限値など、放射性物質汚染に関する様々な基準を明確化し、科学的

根拠に基づいた正確な情報を国民にわかりやすく広報するとともに、

原子力災害や放射能汚染、健康被害に関するすべての情報を速やか

に公開すること。 

(３) 放射能汚染の影響が広範囲に拡大し、住民の不安の声も日増しに

高まっており、不安解消に向けた各種の放射線や放射性物質に係る
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測定・公表が必要不可欠な状況であり、都道府県等が実施する空間

放射線量率の測定や農林水産物、水道水、上下水道処理等副次産物、

土壌、海水等に含まれる放射性物質のサンプリング調査、測定機材

の購入、測定等に係る業務委託などの経費については、既に対応し

た経費も含め、国の責任において全額国庫負担とすること。 

３ 住民の健康対策 

(１) 福島県のみならず、隣接する宮城県などにおいても、放射性物質

の汚染が拡大しており、被曝による晩発性障害に対する住民の不安

は大きいことから、影響が懸念される隣接県民を対象としたホール

ボディカウンター等による検査や18歳以下に対する甲状腺検査など

の健康調査を実施するとともに、長期間にわたり立地地域住民、福

島県民及び放射性物質の汚染が認められる隣接県民を始めとした国

民の健康を管理する体制を構築し、国の責任において対応すること。 

(２) 放射性物質は広範囲に拡散し、各地域に深刻な影響を及ぼしてお

り、住民の不安解消や安全確保に向けた対策が必要であることから、

福島県のみならず影響が及んでいる隣接県等の子どもを始めとする

県民の健康確保に必要な事業等の機動的・柔軟な実施を可能とする

健康基金（仮称）の創設などを含めた住民の健康管理に関する中・

長期的な視点に立った抜本的な対策を講ずること。 

４ 放射性物質の除去対策 

(１) 国は、「放射性物質汚染対処特措法」に基づき、迅速かつ着実な除

染の推進に責任を持って取り組むこと。 

また、地方公共団体が既に除染のために負担した費用及び今後除

染に必要とする費用は全額国庫負担とするとともに、除染技術の研

究を行い、効果のあるものは速やかに補助金の対象に取り込むこと。 
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(２) 放射性物質の拡散や被害拡大を踏まえ、汚染土壌の除染の先進的

研究を行っている産学と一体となったリーディングプロジェクトを

設置し、汚染土壌の効果的な除染方策を直ちに提示するとともに、

住民の年間積算線量の低減に向けた対策指針や放射線に対する影響

の大きい乳幼児、児童生徒のための具体的対策を早急に策定し示す

こと。 

(３) 今回の原子力事故により住民は、目に見えない放射性物質に対し

て不安に怯えながらの生活を余儀なくされている。住民の不安を解

消し安心して生活することができる環境を取り戻すために、市街地、

公園、通学路などを含め生活環境全体の放射性物質の除染について

国の責任において確実に実施すること。 

また、放射性物質に汚染された廃棄物の処理・処分については、

最終処分方法を一刻も早く確立するとともに、国の責任において処

分先及び処分費用の確保を図ること。 

(４) 立地地域及び周辺地域の主たる産業のひとつが第一次産業であり、

当該地域の再建には農林水産業を安心して継続できる環境が重要で

あることから、農地、森林等の除染に係る技術を確立するとともに、

実需者から選択される安全な農林水産物の生産に不安なく取り組め

るよう抜本的・総合的な対策を策定し、国の責任において確実に実

施すること。 

また、水産業の再開に向けて、放射性物質による海洋汚染の状況

やメカニズムを解明するとともに、低減対策を講ずること。 

(５) 汚染された稲わら、堆肥や降下物中の放射性物質が集積される汚

泥等放射性物質を含む廃棄物については、放射性物質汚染対処特措

法の指定廃棄物（8,000ベクレル／kg超え）となったものは、国が責
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任を持って管理・処分を行うとともに、国の責任において処分施設

を確保すること。 

また、指定廃棄物に該当しない汚染廃棄物にあっても、管理・処

分に要する費用を国が負担すること。 

(６) 森林の除染については、生活圏以外にも対象範囲を拡大するとと

もに、伐採を含めた除染方法を早期に確立し、林業生産活動と森林

除染を一体的に推進する施策を構築し、必要な予算措置を行うこと。 

５ 風評被害対策 

(１) 地方公共団体や関係団体等の検査実施主体が実施する農林水産物、

工業製品、加工食品、水道水等の放射性物質検査に係る検査機器等

の整備に要する経費及び検査費用については、いまだにその多くが

地方負担となっているため、既に対応した経費も含め、自己負担の

無いよう支援を行うことなどにより、国の責任において検査支援体

制を確保すること。 

(２) 国産牛肉の安全性を確保し、消費者の信頼を取り戻すため、国の

責任において肉用牛の放射性物質の全頭検査体制を確立すること。 

また、畜産農家の経営が維持できるよう融資制度の充実など、畜

産農家の経営が維持できるよう総合的な対策を講ずるとともに、出

荷制限や風評被害等により生産者及び流通・販売者に生じた損害に

ついては、国の責任において全額補償すること。 

(３) 日本の主食である米を始め果物・野菜・林産物・水産物などの農

林水産物に対する影響が懸念されることから、検査体制を確保する

ことはもちろんのこと、国民の食材への安全安心の信頼を裏切るこ

とのないよう想定されるあらゆる事態を考慮し、国の総力をあげて

対応すること。 
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また、学校等における給食の食材に関しての不安が高まっている

ことから、食材の安全安心な流通確保など、不安を払拭させる総合

的な対策を早急に講ずること。 

さらには、農林水産物の出荷・販売において、食品中の放射性物

質が検出限界以下であることを取引先から求められ、基準値以内で

も出荷が困難になる事例や検査費用の負担などにより、生産者の経

営を圧迫していることから、国民が放射線と健康に関する正しい知

識を身に付けることができるよう国が責任をもって積極的な広報活

動を行うこと。 

(４) 工業製品に対する取引拒否など、放射能に対する過剰反応を示す

企業もあることから、産業活動の正常化のため、業界団体への指導

を強化するとともに、悪質な場合はその事業者名等を公表できるよ

うにするなど風評を払拭する取組を強化すること。 

また、農林水産物を始めとする貿易等に関して生じている諸外国

の過剰な規制等やいわれのない風評の払拭のための対策を国の責任

において確実に実施するとともに、円滑な輸出を行えるよう、放射

線検査態勢の整備や諸外国に対する正確かつ積極的な情報の提供、

安全・安心であることを証明する仕組みを国の責任において早急に

構築すること。 

さらには、輸出に際しての障壁となっている放射性物質検査に係

る費用について、国において事業者に対して十分な助成措置を講ず

るとともに、諸外国の輸入停止措置や風評被害によって生じた輸出

関係事業者の損害について、全額の補償が受けられるよう国の責任

において措置すること。 

(５) 輸出の重要な鍵となる港湾の検査体制の強化を図る必要があるこ
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とから、県又は民間企業が行う放射線量等の測定に関する経費や貨

物又はコンテナの除染を行う場合の経費、除染の際に生じた廃棄物

等の保管、処分等の経費など、所要の経費のすべてを国の責任にお

いて措置すること。 

(６) 避難先における人権侵害ともいえる放射線に関する風評被害も発

生していることから、国民が放射線と健康に関する正しい知識を身

に付けることができるよう、国による積極的な広報活動を行うこと。 

また、外国人観光客の減少を食い止め、早期の観光関連産業の正

常化を図るため、正確な情報の発信の強化等により風評の早期払拭

に努めること。 

６ 原子力災害に伴う損害賠償等 

(１) 原子力災害に伴う損害は、避難者のほか、米の作付け制限、農林

水産物等の出荷停止や採捕自粛など、企業活動の停止、個人の判断

で止む無く実施した除染や除染に伴い毀損した財物等の原状回復、

さらには、農林水産物、加工食品、工業製品、観光産業等における

風評被害等、産業全体に及び、全国にも拡大している。今回の原子

力災害に関する損害賠償について、国は先に決定した賠償支援の枠

組みに従って被災者に対して責任を持って迅速かつ十分な支援を行

うとともに、東京電力に対して完全な賠償が果たされるよう強く指

導すること。 

また、都道府県や市町村が対応した経費についても、全額を国に

おいて財政措置すること。 

(２) 原子力損害の判定に関しては、被災者や被災地方公共団体等の意

見を十分に聞き、現段階における損害のみで断定することなく、長

期的な視点に立って風評被害や営業的損害などについても幅広く捉
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え、起こりうる被害等についても確実に指針に盛り込むこと。 

なお、精神的損害や自主的避難に伴う費用、生活費の増加費用な

どについては、被害の実態を踏まえるとともに、避難等指示地域の

順次拡大による恐怖心や切迫感、放射性物質による長期的な健康不

安など福島県民が被っている精神的苦痛は、今回の原子力事故に起

因することは明らかであることから、福島県内全域を賠償等の対象

とすること。 

(３) 東京電力に対し、指針は賠償の最小限の基準であるとの認識の下

で、原子力災害の原因者として誠実かつ柔軟に対応するよう指導す

るとともに、適切かつ確実な賠償が速やかに行われるよう、国が責

任を持って、財源の確保に努め、被害者や地方公共団体の側に立っ

た制度を構築すること。 

(４) 森林の損害賠償については、これまでの管理費用や将来発生する

付加価値を含む財物価値の喪失又は減少等に関する考え方を明確に

し、損害賠償基準を早期に提示するよう取り組むこと。 

７ 原子力発電所立地地域の復興 

(１) 自主的な避難も含め、今回の事故により避難を余儀なくされてい

る住民の多様な要請に応え、生活の質の向上を図るとともに、一日

も早く故郷に戻り、元の生活を取り戻せるよう、住宅対策や生活資

金の手当てのほか、二重ローン対策、雇用の確保、就労支援、事業

活動支援、地方税の非課税・減免措置などの避難住民に対する支援

措置について、国の責任において確実に実施すること。 

(２) 原子力事故の特殊性から避難生活が長期化することが想定され、

避難地域又は周辺地域で事業活動を行っていた商工業者は、事業活

動の停止又は廃業を余儀なくされている。 
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また、観光地では、風評被害もあって、観光客・宿泊客が大幅に

減少し、従業員の解雇や廃業も検討せざるを得ない状況に追い込ま

れている。事業者が事業を継続し、雇用を確保できるよう、施設の

復旧補助、事業継続に必要な資金支援など、ハード・ソフト両面に

わたる強力な支援措置を講ずること。 

(３) 原子力事故を一刻も早く収束し、立地地域及び周辺地域の復興に

取り組まねばならないが、発電所の立地町や周辺町村の役場機能が

県内外に移転し、住民も分散避難を強いられ、地域コミュニティの

再生が大きな課題となっていることから、今後の当該地域復興の主

体となる避難地方公共団体に対して、行政機能の維持確保に加え、

地域再生に向けた財政的支援を含めた長期的な支援を行うこと。 

また、原子力災害対策に要する行政経費を全額国庫負担とし、被

災者支援等復旧復興のために柔軟に活用できる交付金を創設するこ

と。 

８ 原子力施設の安全対策 

(１) 今回の原子力事故について、事業者及びオフサイトセンターを含

む国の初期対応を始め事故拡大に至った原因や、地域住民や国民に

対する情報提供の在り方等を徹底的に検証し、事故についての責任

の所在を明らかにすること。 

また、国は今回の事故を受けて各事業者に原子力発電所の緊急安

全対策を指示したところであるが、今後の原子力防災の観点からも、

原子力発電所の耐震安全性、津波対策等については、改めて詳細な

解析・評価を行い、その結果に基づいて必要な対策を早急に実施す

ること。 

(２) 今回の事故に係る分析・検証結果を踏まえ、原子力発電所を含む



－11－ 

原子力施設に対する安全規制については、経済産業省から分離独立

した「原子力規制委員会」において、客観性と信頼性を高めた体制

を確立すること。 

 

以上、決議する。 

 

平成24年７月25日 

 

全国都道府県議会議長会 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




